
◆ＱＲコードシール（どこシル伝言版）を活用した発見・保護（別紙チラシ参照）
認知症などにより外出したまま家に戻れなくなる高齢者に対し、高齢者の

衣服や杖等にあらかじめQRコードシールを取り付けておきます。

そして、万が一行方不明となった場合に、徘徊されている高齢者の発見者が、

取り付けられたQRコードシールをスマートフォン等で読み取ることで、家族

や高齢者支援課に発見場所等の通知が行われます。

【 八代市高齢者みまもりネットワーク、高齢者事前登録制度のお問合わせ、ご相談 】

◆八代市役所 高齢者支援課 33－4436

◆八代市地域包括支援センター 【 】内は担当校区 ＜ ＞は電話番号

八代市第１地域包括支援センター（ふるさと） 【鏡・東陽・泉】 ＜ 53－2601＞

八代市第2地域包括支援センター（やまびこ） 【太田郷・昭和・龍峯・千丁】 ＜30－8071＞

八代市第3地域包括支援センター（だいち) 【松高・八千把】 ＜45－5568＞

八代市第４地域包括支援センター（しおかぜ） 【代陽・八代・麦島・郡築】 ＜37－3337＞

八代市第５地域包括支援センター（くまがわ） 【植柳・高田・金剛・宮地】 ＜35－1111＞

◆ネットワーク協力者とは

捜索願

協力依頼 協力依頼

家族 市役所警察署 八代市地域包括

支援センター

ネットワーク協力者

平常時に徘徊と思われる高齢者を

見かけたときは、見守りや声かけを

行い、行方不明者発生時には日常

業務の中で行方不明者の早期発見、

保護に協力する人のことです。

協力者が多いほど、早期発見が期

待されます。

アプリやメールを登録することで、より多くの方に情報を伝え、行方不明高

齢者の早期発見、保護につなげます。アプリやメールを受信したからといって、

捜索する必要はありません。可能な限り、あなたの周囲を気にかけていただく

ことが目的です。

もし、発見された場合は、アプリやメールに記載されている連絡先へご連絡

をお願いします。
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八代市高齢者みまもりネットワークとは、認知症などにより外出したまま家に戻れなくなるなど、行方

不明となった高齢者を警察と連携し、八代市高齢者みまもりネットワーク協力者、市などが行方不明者の

早期発見、保護に協力するためのシステムです。

ご家族から警察署へネットワーク利用の申し出がありましたら、始動します。

発見者による

QRコードの読取り


